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町の発展に尽くした
13 人を表彰

平成 27 年度雄武町栄典表彰

雄武町栄典条例に基づく栄典表彰審査委員会の厳正な審査のもと、
多年にわたり各分野で貢献された 13 人に表彰を行いました。

受章された方々に心からお祝い申し上げ、長年のご尽力に深く敬意を表します。

　功績表彰

　永年勤続表彰

　一般表彰

◉消防団部長
  久慈 信一さん

◉ 阿部 正吉さん ◉ 高橋 昇さん

◉消防団部長
  畑野 洋二さん

◉消防団員
  尾田 美敬さん

民生児童委員や社会福祉
協力員などとして永年、
地域民生活動に貢献。

共栄自治会長として長年、
町民の親睦融和と生活向
上のため多大に貢献。

◉ 加藤 孝義さん
曙自治会長として長年、
町民の親睦融和と生活
向上のため多大に貢献。

◉
該
当
世
帯
（
す
べ
て
に
該
当
）

▼�

雄
武
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
世
帯

（
11
月
１
日
現
在
）

▼
町
民
税
非
課
税
世
帯

※
次
の
世
帯
は
対
象
外

�・
生
活
保
護
世
帯

�・
福
祉
施
設
等
入
所
者
世
帯

�・
医
療
機
関
入
院
者
世
帯

◉
対
象
条
件（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

▼�

70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成
さ

れ
、
生
計
が
独
立
し
て
い
る
世
帯

（
11
月
１
日
現
在
）

▼�

次
の
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
い
る
世
帯

�・
身
障
者
手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）

�・
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）

�・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）

▼
生
計
が
独
立
し
た
ひ
と
り
親
世
帯

※�

平
成
９
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

◉
助
成
券
の
交
付

　
１
世
帯
に
つ
き
、
１
０
０
０
円
分

の
助
成
券
を
15
枚
交
付
し
ま
す
。

◉
助
成
券
で
購
入
で
き
る
品
目

　
灯
油
、
石
炭
、
ま
き
、
暖
房
器
具

　
冬
用
衣
料
、
防
寒
具

※�

町
が
指
定
す
る
取
扱
店
で
の
み
使

用
可
能
（
助
成
券
裏
面
に
記
載
）

※
お
つ
り
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

◉
申
請
期
間

　
11
月
10
日
㈫
～
28
年
2
月
29
日
㈪

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

◉
申
請
窓
口

　
役
場
庁
舎
別
館

◉
臨
時
申
請
窓
口

▼
11
月
12
日
㈭

�・
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
沢
木
住
民
セ
ン
タ
ー

・
13
時
30
分
～
15
時
30
分

冬
の
生
活

支
援
し
ま
す

い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、

暖
房
費
や
衣
料
品
な
ど
、
何
か
と
冬
の
生
活
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
灯
油
や
暖
房
器
具
、
冬
用
衣
料
な
ど
の

購
入
に
際
し
、
対
象
と
な
る
世
帯
へ
一
世
帯
あ

た
り
一
万
五
千
円
分
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

最
初
に
対
象
世
帯
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
き
、

申
請
書
の
受
理
後
に
住
所
や
世
帯
状
況
、
課
税

状
況
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
つ
い
て

は
、
郵
送
に
て
「
助
成
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

※
本
人
が
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
申
請

も
で
き
ま
す
。

　
日
の
出
寿
の
家

▼
11
月
13
日
㈮

�・
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
幌
内
歴
史
と
生
活
の
家

　

・
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
音
稲
府
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー

◉
申
請
書
類

�・
印
鑑

�・
保
険
者
証
ま
た
は
身
分
の

　
わ
か
る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）

�・
障
害
者
手
帳
な
ど

　
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

◉
助
成
券
使
用
期
限

　
28
年
３
月
20
日
㈰
ま
で

◉
問
い
合
わ
せ

　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

◉元 消防団副団長
  上林 友次さん

◉元 消防団部長
  泉 淳二さん

◉元 町議会議員
  石山 泰一さん

◉元 町議会議員
  尾田 親晴さん

◉元 町議会議員
  中島由紀夫さん

◉元 選挙管理委員
  光成 良行さん

◉ 元 町議会議員
  三浦壽太郎さん
　※ご本人の希望により、写真
　　の掲載は省略させていただ
　　きます。
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まちのできごと

↑箱めがけて玉を投げ入れる子供たち

体育の日のつどい

ミニ運動会開幕
　風の子児童センターで、体育の日のつどい「ミニ運
動会」が行われ、子供たちは心地よい汗を流しました。
　子供たち30人ほどが参加し、4チームに分かれて
ピンポン玉リレーや綱引きなど4種目の合計得点を競
いました。移動玉入れでは、チームの代表者が箱を背
負い、相手チームに玉を入れられないよう必死に逃げ
回っていました。接戦の末、白組が僅差で優勝し、仲
間と喜びを分かち合っていました。

10/
12

10/
24

社交ダンスパーティー

華麗なステップを披露

↓華麗なステップで社交ダンスを楽しむ参加者

↓群読を披露する幌内小の全校児童たち

　28年３月 31日で 118 年の歴史
に幕を閉じる幌内小の閉校式典が、同
校体育館で挙行されました。
　全校児童５人による「群読」では、
身ぶりを交えて楽しかった学校生活を
振り返り、同校の菅原敏明校長は「閉
校しても、幌内小学校の教育の歩みが、
卒業生1人ひとりの心の中にいつまで
光り輝き続けることでしょう」とあい
さつ。最後は、全校児童と教職員、卒
業生など出席者260人全員で校歌を
合唱し、学校との別れを惜しみました。↑劇「ふしぎなガチョウ」を演じる児童たち

豊丘小学芸会10/
4

10/
21

小学生新聞グランプリ

1万466点の最高賞
　北海道新聞社主催「どうしん私とぼくの小学生新聞グランプ
リ」で、中村のあさん（共栄小3年）が最高賞の「まなぶん大賞」
を受賞。応募作品1万466点の中から大賞作品６点に選ばれ
ました。作品は「オホーツクチャイナ新聞」と題し、雄武町に
中国人が多い理由などをインタビューまじえて紹介。中村さん
は「緊張せずにインタビューできてよかった。賞がとれてうれ
しい」と笑顔で話していました。他にも門傳悠人くん（2年）
がアイデア賞、平野夢月弥さん（1年）が佳作に選ばれました。

↑救急車の中を見学する園児たち

若草保育所消防士体験

　秋の火災予防運動の一環として、若草保育所で消防
士体験が行われました。園児たちは消防車や救急車を
見学した後、年長児が防火服を着て実際に放水体験を
実施。消防隊員の指導のもと、ホースの勢いに負けな
いようしっかりと足を踏ん張り、的をめがけて放水し
ていました。「火事を見つけたら、お父さんやお母さ
んにすぐ教えるんだよ」という隊員からの呼びかけに、
園児たちは元気よく「はーい！」と答えていました。

10/
19

10/
4

ふれあい広場 inおうむ

世代を超えて交流
　ふれあい広場 inおうむ（町社協主催）が、町民セ
ンターで開催されました。
　ロビーでは、日用雑貨や野菜のフリーマーケット、
介護用品の展示・体験コーナーが設けられたほか、ス
テージでは児童センター「風の子キッズ」による一輪
車の演舞や、雄武中吹奏楽部による演奏も実施。最後
には恒例のもちまきも行われ、訪れた多くの人を楽し
ませていました。

↓（写真左から）門傳悠人くん、中村のあさん、平野夢月弥さん

↓フリーマーケットに訪れる来場者

精いっぱいの頑張りを披露

幌内小閉校式典10/
11 118年の歴史に幕

ちびっこ消防士誕生！

　町民文化祭協賛社交ダンスパーティーが、町民セン
ターで開催されました。町内外から愛好者140人ほ
どが参加し、華やかな衣装に身を包み社交ダンスを楽
しみました。パーティーでは男女がペアとなり、会場
をいっぱいに使って踊りを披露。タンゴやルンバなど、
曲に合わせて華麗なステップを踏んでいました。カラ
オケやアキアジなどが当たる抽選会も行われ、会場は
大盛況となりました。

　「元気・笑顔・協力　楽しい学芸会にしよう！」をテー
マに、豊丘小で学芸会が開かれました。全校児童16
人は、劇や遊戯、合唱などを行い、３、４年生の学級
発表では、なわとびやコマ回しなどそれぞれ自分の得
意技を披露。本番の緊張をものともせず、見事に技を
成功させていました。会場に訪れた保護者などからは、
一生懸命に頑張る児童たちの姿に、歓声や温かい拍手
が送られていました。
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情報ひろば情報ひろば
　
27
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
17
日
㈫　
14
時
～

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
年
末
調
整
関
係
書
類
（
説
明
会

前
に
郵
送
済
み
）

そ
の
他　
年
末
調
整
関
係
用
紙
が
不
足
す

る
場
合
は
、
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

問
税
財
管
理
課
課
税
係

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎

年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週

気
軽
に
来
所
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
４
日
㈮　
13
時
～
15
時

場
所　
役
場
庁
舎
別
館　
２
階
小
会
議
室

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

間
」
と
定
め
て
お
り
、
そ
の
期
間
中
、
世

界
人
権
宣
言
の
趣
旨
お
よ
び
そ
の
重
要
性

を
広
く
国
民
に
訴
え
か
け
る
と
と
も
に
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
雄
武
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

期
間
中
、
特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
相
談
が
あ
る
人
は
、

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

限
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
紋
別
税
務
署

の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
税
額
が
30
万
円
以
下
の
場
合
に

は
、
送
付
し
た
バ
ー
コ
ー
ド
付
納
付
書

を
使
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

電
子
納
税
が
利
用
で
き
ま
す
。
電
子

納
税
を
利
用
す
る
場
合
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

　
雄
武
町
で
は
本
年
10
月
か
ら
、
家
庭
で

使
用
済
み
の
小
型
家
電
の
無
料
回
収
を
行

う
た
め
、
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

回
収
目
的　
小
型
家
電
の
部
品
に
は
、
国

内
で
も
希
少
価
値
の
高
い
レ
ア
メ
タ
ル

（
金
・
銀
な
ど
）
な
ど
、
埋
め
立
て
処
理

し
て
し
ま
う
に
は
惜
し
い
資
源
が
数
多
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を

再
利
用
し
、ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、

町
で
は
使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
を
進

め
ま
す
。

回
収
方
法　
各
施
設
に
設
置
し
て
い
る
回

収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

入
ら
な
い
大
き
さ
の
物
は
、
焼
却
処
理
場

に
直
接
搬
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

設
置
場
所　
役
場
、
魚
田
旧
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
、
沢
木
郵
便
局
、
幌
内
郵
便
局

※�

各
施
設
の
開
館
時
間
内
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

税
　
金

年
末
調
整
説
明
会

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、
地
方
税
に
お
け
る
手

続
き
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
申
告
な
ど
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
れ
ば
、
申
告

デ
ー
タ
な
ど
を
送
信
す
る
だ
け
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
へ
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③�ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

問
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.eltax.jp/

個
人
事
業
税
第
２
期
納
期
限
は
11
月
30
日

地
方
税
の
申
告
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
！

使
用
済
み
小
型
家
電
の
無
料
回
収
開
始

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17

日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の「
税
を
考
え
る
週
間
」は
、

テ
ー
マ
を「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
広
聴
施
策
を
実

施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

控
除
額
を
差
し
引
い
た
も
の
に
次
の
税
率

を
か
け
て
算
出
し
ま
す
。

�・�

第
一
種
事
業　
物
品
販
売
業
、
不
動
産

貸
付
業
、
飲
食
店
業　
な
ど　
　
５
％

�・
第
二
種
事
業　
畜
産
業
、
水
産
業
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
％

�・�

第
三
種
事
業　

医
業
、
理
・
美
容
業
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業　
な
ど　
　
　
５
％

　
あ
ん
摩・は
り・き
ゅ
う
業
な
ど　
３
％

　
紋
別
道
税
事
務
所
か
ら
送
付
す
る
納
税

通
知
書
で
、
第
1
期
と
第
2
期
の
2
回
に

分
け
て
納
付
し
ま
す
。（
年
税
額
が
1
万

円
以
下
の
場
合
、
第
1
期
に
全
額
納
付
）

問
紋
別
道
税
事
務
所

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展

　
予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税

基
準
額
が
15
万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
、

原
則
と
し
て
そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
7
月
（
第
１
期
）
と
11
月
（
第

２
期
）
に
納
め
る
制
度
で
す
。

　
予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、
紋
別
税

務
署
か
ら
６
月
中
旬
に
「
予
定
納
税
額
の

通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
2
期
分
の
金
額

が
納
税
す
る
額
で
す
。

予
定
納
税
額
の
納
付　
振
替
納
税
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、納
期
限
（
11
月
30
日
㈪
）

に
指
定
の
金
融
機
関
口
座
か
ら
自
動
的
に

納
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
人
は
、
納
期

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納
税

環
境
衛
生

税
を
考
え
る
週
間

　

��　Information

11 月は「児童虐待防止推進月間」
平成 27年度標語　『　「もしかして」あなたが救う　小さな手　』

社
会
福
祉

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」（
毎
年

12
月
10
日
～
16
日
）
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
パ

ネ
ル
展
を
12
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
、
町

民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

雄
武
町
人
権
擁
護
委
員
会
（
事
務
局　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

　
雄
武
町
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、「
北

　
個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務
所
（
事

業
所
）
が
あ
り
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
個

人
に
、
そ
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
課
税
さ

れ
る
道
税
で
す
。
事
業
の
所
得
か
ら
各
種

　　しつけとの違いとは

たとえ親などがしつけと思っていても、虐待かどうか、その行為が子
供にとって有害かどうかで判断します。

　　児童虐待とは

親など現に子供を監護している保護者が、子供に対して身体的な危害
を加えたり、適切な保護や養育を行わないこと、言葉によるおどかし
や拒否的な態度をとったり、わいせつな行為をすること（させること）
などによって、子供の心身を傷つけ、健やかな成長、発達をそこなう
行為をいいます。

　　虐待してしまう家庭を追い詰めないで見守ってください

子供への虐待については、虐待をしてしまう保護者の側にも、子育て
の不安やいろいろな事情があり、家庭全体が多面的な悩みをかかえ、
援助を必要としています。周囲から保護者だけへの一方的な非難は、
かえって家庭を孤立させ、問題を悪化させることがあります。私たち
は社会全体で子供を守っていかなければなりません。子供を助けたい
と思う一報が、子供の命を救い家庭全体を救うのです。

　　虐待に気づいたり、見たり聞いたら、ご連絡ください

・身体的虐待「不自然な傷が多い」「たたく音や泣き声が聞こえる」
・�ネグレクト「衣服や体がいつも極端に汚れている」「車内に子供が放
置されている」「小さな子供を置いてしょっちゅう外出している」
・心理的虐待「しつけの程度を超えてしかっている」「ことばによる脅し」
・��性的虐待「子供にわいせつな行為をしている（させている）」など、
不審なことがあれば、通告してください。

※�相談や通告した人が誰か特定されてしまうような情報は、決して漏
らしません。

問保健福祉課社会福祉係　☎ 84‐ 2023
問北海道北見児童相談所　☎ 0157‐ 24‐ 3498
問児童相談所全国共通ダイヤル　☎ 189
※一部のＩＰ電話からはつながりません。通話料がかかります。
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サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ
入
居
者
募
集

み
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

住
宅
使
用
料
の
支
払
い
は
、
納
付
書
で

の
納
付
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

※�

住
宅
の
情
報
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

　
過
去
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
申
し
込
み
に
よ

り
、
本
年
10
月
か
ら
30
年
９
月
ま
で
の
３

年
間
に
限
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
後
納
制
度
の

利
用
期
間
が
過
去
10
年
か
ら
５
年
に

変
わ
り
ま
し
た
。（
過
去
２
年
以
内
の

未
納
分
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
後
納
制

度
を
利
用
し
な
く
て
も
納
付
可
能
）

※�

過
去
５
年
と
は
、
納
め
よ
う
と
す
る
月

前
５
年
以
内
の
期
間
で
す
。

後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

�・�

年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

�・�

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

①�

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、
５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除

以
外
）
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人

②�

60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人

で
、
①
の
期
間

の
ほ
か
任
意

加
入
中
に
納

め
忘
れ
の
期

間
が
あ
る
人

③�

65
歳
以
上
の
人

で
、
年
金
受
給

2戸
１ＬＤＫ

平成5・6年建設
家賃　3万円

申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
収
入
が
あ
る
人
の
前
年
分
の
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
、
住
民
記

載
事
項
証
明
書
、
納
税
証
明
書
（
町
外
者

の
み
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
13
日
㈮

選
考
方
法　
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、

住
宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら
決
定
し
ま
す
。

※�

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

政
令
月
収
～
給
与
所
得
者
は
１
年
間
の

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自
営
業

者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除

な
ど
を
行
い
12
で
除
し
た
も
の
で
す
。

※�

住
宅
使
用
料
の
支
払
い
は
、
納
付
書
で

の
納
付
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

間
に
、
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し

た
人
に
は
、
28
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

入
居
資
格　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま

た
は
有
す
る
こ
と
と
な
る
人
、
満
35
歳
未

満
の
独
身
勤
労
者
、
町
税
な
ど
に
滞
納
が

な
く
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
。

申
込
期
限　
11
月
13
日
㈮

申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
前
年
分
の
所
得
証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴

収
票
、
住
民
票
、
納
税
証
明
書
（
町
外
の

政　令　月　収
家　　　　　　　　　賃

新町団地 末広1区団地 幌内団地① 幌内団地② 魚田団地① 魚田団地② 潮見団地① 潮見団地②
ア 0円 ～ 104,000円 9,900 円 11,300 円 7,800 円 12,400 円 9,100 円 9,400 円 17,400 円 3,400 円

イ 104,001円 ～ 123,000円 11,400円 13,000円 9,000円 14,400円 10,500円 10,900円 20,100円 3,900円

ウ 123,001円 ～ 139,000円 13,100円 14,900円 10,300円 16,400円 12,000円 12,400円 22,900円 4,400円

エ 139,001円 ～ 158,000円 14,800円 16,800円 11,600円 18,600円 13,600円 14,000円 25,900円 5,000円

オ 158,001円 ～ 186,000円 16,900円 18,500円 13,300円 20,300円 15,500円 16,000円 29,600円 5,700円

カ 186,001円 ～ 214,000円 19,500円 18,500円 14,100円 20,300円 15,800円 17,400円 34,100円 6,600円

別表
（オ、カは就学前の子供がいる世帯、高齢者・障害者世帯に限る）

住
　
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
新
町
団
地

　
（
平
成
元
年
建
設
）2戸・1LDK・単身可・年齢制限有

資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
人
な
ど

※�

60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
は

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

１
１
９
番
通
報
が
迅
速
、
的
確
な
消
防
活

動
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
、
電
話
機
の
そ
ば
に
自
宅
の

場
所
の
説
明
の
仕
方
や
電
話
番
号
な
ど
の

必
要
事
項
を
書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く

な
ど
、
普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通

報
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報　
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
火
事
・
救
急
の
別

　

�「
火
事
で
す
」
ま
た
は
「
救
急
で
す
」

と
は
っ
き
り
伝
え
る
。�

②
場
所

　

�

住
所
は
、
雄
武
町
○
○
町
を
含
め
、
正

し
く
、
詳
し
く
伝
え
る
。

※�

目
印
に
な
る
、
建
物
や
公
園
な
ど
を
伝

え
る
。�

③
火
事
・
事
故
な
ど
の
状
況

　

�

火
事
や
事
故
な
ど
の
状
況
を
正
確
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
。

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

　

��

「
私
の
名
前
は
〇
〇
〇
〇
で
す
。
電
話

番
号
は
、
〇
〇
‐
〇
〇
〇
〇
で
す
」�

⑤�

携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
の
場
合
（
雄
武

町
内
で
の
要
請
の
場
合
）

　
⑴�

最
初
に
紋
別
消
防
署
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
要
請
場
所
が
雄
武
町
内
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　
⑵�

雄
武
消
防
署
に
転
送
後
、
①
～
④
に

つ
い
て
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
伝
え
る
。

※�

通
報
内
容
を
再
確
認
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
現
在
地
お
よ
び
通
報
に
用
い
た

携
帯
電
話
番
号
を
正
確
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
通
報
後
は
携
帯
電
話
の
電
源

を
切
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

１戸・3LDK・単身不可

▼
潮
見
団
地
①

　
（
昭
和
62
年
建
設
）

１戸・2DK・単身可

▼
潮
見
団
地
②

　
（
昭
和
38
年
建
設
）

　

年
　
金 ▼

幌
内
団
地
②

　
（
昭
和
59
年
建
設
）

１戸・3LDK・単身不可

▼
幌
内
団
地
①

　
（
昭
和
51
年
建
設
）

1戸・3LDK・単身不可

１戸・3DK・単身不可

▼
魚
田
団
地
①

　
（
昭
和
52
年
建
設
）
▼
魚
田
団
地
②

　
（
昭
和
53
年
建
設
）１戸・3DK・単身不可

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
へ

表
　
彰

11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日
は
「
年
金
の
日
」

消
　
防

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

中島　克弥�さん

　
各
種
統
計
調
査
に
お
け
る
功
績
者
と
し

て
、
中
島
克
弥
さ
ん
（
宮
下
町
）
が
北
海

道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
国
勢
調
査
や
経
済
セ
ン

サ
ス
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
な
ど
、
長

き
に
わ
た
り
数
多
く
の
統
計
調
査
に
従
事

さ
れ
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受

賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
10
月
29
日
㈭
、
北
海
道
庁
に
お
い
て
行

わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　
受
賞
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

問
総
務
課
情
報
統
計
係

１戸・3DK・単身不可

▼
末
広
1
区
団
地

　
（
昭
和
54
年
建
設
）

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金

な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年

の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
本
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
保

険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
家
族
（
子

供
な
ど
）
の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
保
険
料
に

つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と

き
に
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

本
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み

額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
、
い

つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
に
つ

い
て
、
自
分
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ

ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nenkin.go.jp/n/w

w
w
/

index.htm
l

）
で
確
認
す
る
か
、
北
見

年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
９
６
３
５

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

　
１
１
９
番
の
日
と
は
、
日
本
の
記
念
日

で
、
国
民
の
消
防
全
般
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
、
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
て
い
る
日
で
す
。
皆
さ
ん
の
正
し
い
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情報ひろば情報ひろば情報ひろば情報ひろば  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240 情報ひろば情報ひろば

教
育
委
員
長
・
同
職
務
代
理
者
の
選
任

日
時　
28
年
１
月
10
日
㈰　
14
時
～

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
町
内
外
を
問
わ
ず
雄

武
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
。

※�

対
象
者
に
は
、
文
書
で
案
内
し
ま
す
。

（
11
月
下
旬
発
送
予
定
）

※�

町
外
で
居
住
し
て
い
る
雄
武
町
出
身
者

が
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
11
月
13

日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係

可
能
性
は
高
ま
り
ま
す
。

　
感
染
が
心
配
な
人
は
、
ち
ょ
っ
と
勇
気

を
出
し
て
保
健
所
で
検
査
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
検
査
は
匿
名
・
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
時
間
な
ど
詳
細
は
電
話
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
12
月
の
検
査
日
は
９
日
で
す
。
検
査
に

は
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
検
査

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
紋
別
保
健
所
エ
イ
ズ
相
談
専
用
電
話　

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
１
９
２
６

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
６
日
㈰　
９
時
30
分
～

問�

雄
武
町
子
ど
も
育
成
会
事
務
局
（
教
育

振
興
課
生
涯
教
育
係
）

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
人

②�

60
～
64
歳
の
人
で
一
定
の
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
な
ど
の
障
が
い
の
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
医
師
の
診

断
書
の
写
し
が
必
要
）

料
金　
１
０
０
０
円

内
容　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

実
施
場
所

�・
国
民
健
康
保
険
病
院

☎
８
４
‐
２
５
１
７

�・
山
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
８
４
‐
２
７
７
６

※
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
予
約
が
必
要
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

　
犯
罪
被
害
に
遭
う
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
犯
罪
被
害
者
の
方
々
は
、
あ
る

日
突
然
、犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
で
、

直
接
的
な
ダ
メ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
、
被
害

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、

一
人
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
被
害
者
の
現
状

を
理
解
し
、
一
日
で
も
早
く
被
害
者
が
問

題
を
克
服
で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
被

害
者
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
支
援

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

各
種
相
談
窓
口　
警
察
で
は
事
件
や
事
故

の
被
害
者
や
家
庭
内
暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー
、

子
供
の
い
じ
め
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

人
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
件
や
事
故
に
よ
る
心
の
傷
が
癒

や
さ
れ
ず
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
民

間
被
害
者
相
談
窓
口
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

あ
な
た
の
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

◉
警
察
相
談
電
話

�・�

被
害
者
相
談
（
性
犯
罪
・
少
年
相
談

１
１
０
番
）

☎
０
１
２
０
‐
６
７
７
‐
１
１
０

�・
一
般
相
談
（
専
用
電
話
）

☎
＃
９
１
１
０

�・
相
談
全
般
（
興
部
警
察
署
）

☎
８
２
‐
２
１
１
０

◉
民
間
被
害
者
相
談
電
話

�・
オ
ホ
ー
ツ
ク
被
害
者
相
談
室
（
北
見
）

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
１
１
３
７

犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

同
職
務
代
理
者　
佐
藤�

忠
英�

委
員（
再
任
）

問
教
育
振
興
課
教
育
総
務
係

看
護
師
な
ど
の
届
出
制
度

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

結
核
検
診

防
　
犯

　
教
育
委
員
長
お
よ
び
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
は
、
法
令
に
よ
り
毎
年
選
任
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
10
月
１
日
に
開
催

し
た
第
９
回
教
育
委
員
会
会
議
に
お
い

て
、次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
委
員
長　
佐
藤�

正
人�

委
員
（
再
任
）

地区別町政懇談会を
開催します

��　Information

保
　
健

12
月
１
日
㈫
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　
エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
）の
感
染
に
よ
っ
て
発
病
し
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
人
に
よ
っ
て
１

～
２
週
間
で
発
熱
や
疲
労
感
な
ど
軽
い
風

邪
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
初
期
症
状
に
気
づ
か
な
い
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
さ
ら
に
エ
イ
ズ
を
発
症
す

る
ま
で
３
～
10
年
、
自
覚
症
状
の
な
い
潜

伏
期
間
が
続
き
ま
す
。
こ
の
期
間
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
血
液
や
体
液
を
通
し

て
、
他
人
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
感
染
さ
せ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
ほ

と
ん
ど
は
性
的
接
触
が
原
因
で
す
。
日
常

生
活
で
感
染
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
北
海
道
に
お
け
る
昨
年
１
年
間
の
新
規

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
20
人
、
エ
イ
ズ
患
者
は

10
人
で
合
計
30
人
で
し
た
。
月
平
均
２
・

５
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
ま
た
は
エ
イ
ズ
発
症

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
潜
伏
期
間
に
薬
を
投
与
す

る
こ
と
で
エ
イ
ズ
の
発
症
を
防
い
だ
り
、

遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
早
期
に
感
染
を
発
見

す
る
こ
と
で
さ
ら
に
エ
イ
ズ
発
症
予
防
の

実
施
期
間　
28
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者　
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
65
歳
以

上
に
な
る
人
（
福
祉
施
設
入
所
者
、
27
年

度
中
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
実
施
し

た
人
は
除
く
）

料
金　
無
料

内
容　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

実
施
場
所

�・
国
民
健
康
保
険
病
院

☎
８
４
‐
２
５
１
７

�・
山
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
８
４
‐
２
７
７
６

※
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
予
約
が
必
要
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

催
　
し

第
36
回
子
ど
も
の
主
張
発
表
会

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
仕
事
を

し
て
い
な
い
人
は
「
看
護
師
等
の
人
材
確

保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

本
年
10
月
１
日
か
ら
北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
届
け
出
る
こ
と
が
努
力
義
務
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
届
け
出
の
方
法
に
つ

い
て
は
個
人
で
届
け
出
る
だ
け
で
な
く
、

離
職
時
の
勤
務
先
（
病
院
、
介
護
施
設
な

ど
）
が
離
職
者
の
同
意
を
得
て
代
行
し
届

け
出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
離
職
者
の
状

況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
看

護
職
と
し
て
の
切
れ
目
の
な
い
キ
ャ
リ
ア

を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い

ま
す
。

問
北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
‐
８
６
３
‐
６
７
９
４

平
成
28
年
雄
武
町
成
人
式

財
務
行
政
懇
話
会

そ
の
他

日
時　
11
月
26
日
㈭　
10
時
～
正
午

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー　
２
階
会
議
室

懇
話
会
次
第　
我
が
国
財
政
の
現
状
と
課

題
・
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革　
ほ
か

申
し
込
み　
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
北
海
道
財
務
局
北
見
出
張
所

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
４
１
６
７

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
小
規
模
な
地
域
に

お
い
て
は
、
住
民
の
多
く
が
顔
見
知
り
で

あ
る
た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
不
安

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一
日
合
同
行
政
相
談
所
は
、
開
催
地
お

よ
び
周
辺
町
村
の
住
民
に
対
し
て
広
く
、

国
な
ど
の
機
関
に
よ
る
専
門
相
談
窓
口
の

利
用
機
会
を
設
け
る
た
め
に
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日
㈭　
11
時
～
15
時

場
所　
ホ
テ
ル
森
夢
（
西
興
部
村
）

参
加
機
関
（
予
定
）　
旭
川
地
方
法
務
局・

名
寄
労
働
基
準
監
督
署
・
網
走
開
発
建
設

部
・
北
見
年
金
事
務
所
・
旭
川
弁
護
士
会
・

北
海
道
税
理
士
会
・
旭
川
行
政
評
価
分
室

問�

総
務
省
北
海
道
管
区
行
政
評
価
局
旭
川

行
政
評
価
分
室

☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
３
０
１
１

一
日
合
同
行
政
相
談
所
開
設

　
町
内
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
た
、
子
ど
も
の
主
張
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
環
境
や
仕
事
、
友
達
に
つ
い

て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
考
え
、
思
い
に
触
れ
る
良
い
機

実
施
期
間　
12
月
30
日
㈬
ま
で
に
接
種
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
者（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

↑昨年度の様子

　町民の皆さんの声を町政に反映させるこ
とを目的に地区別町政懇談会を開催します。
　多くの皆さまの参加をお待ちしています。

○沢木・元沢木地区
　日時　11月 9日（月）18時
　場所　沢木住民センター

○魚田・豊丘・青葉地区
　日時　11月 10日（火）16時
　場所　音稲府地域住民センター

○幌内地区
　日時　11月 24日（火）14時
　場所　幌内歴史と生活の家

○市街地区（開生から幸町）
　日時　11月 24日（火）18時 30分
　場所　地域交流センター

○共栄・中雄武・上雄武地区
　日時　11月 25日（水）13時 30分
　場所　共栄福祉館

○市街地区（末広町１区～曙）
　日時　11月 25日（水）18時 30分
　場所　地域交流センター

○栄丘地区
　日時　11月 30日（月）13時 30分
　場所　栄丘福祉館

問総務課庶務係



1213 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

雄武町図書館（雄武町栄町）雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

偶然、僕が拾った１冊の文庫本。
それはクラスメートである山内桜
良がつづった、秘密の日記帳だっ
た。とびきりのラストシーンに泣
かされる、話題の圧倒的デビュー
作。

けんたは、山道で双子の女の子に
出会った。いっしょに遊んだあと、
２人はふっと消えてしまう。昔話
に出てくるこわーいお友だちを紹
介する絵本です！

今月の新着図書 Newly-imported�books

第二次世界大戦上 ･ 中 ･ 下（アントニー・ビー
ヴァー）・温泉やど北海道’16・城下町のよりみ
ちと楽しむ絶景の城めぐり・ジャパンクラス　
ちょっとは控えてくれよ、ニッポン！・絶景から
はじまる旅北海道・熱血教師　カオルちゃん（新
堂冬樹）・居酒屋お夏３（岡本さとる）・解（堂場
瞬一）・猫に知られるなかれ（深町秋生）　ほか

やまなし　ひかりの素足（ますむらひろし）・オ
ツベルと象�虔十公園林（ますむらひろし）・すみっ
コぐらしまちがいさがし・おれさまはようかいや
で（あんずゆき）・ビックリ３D図鑑ジュラシッ
ク ･ワールド・都会のトム＆ソーヤー（はやみね
かおる）・10分おばけどき�わらえるおばけの話
（村上健司）　ほか

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

　
未
成
年
の
子
供
を
も
つ
ご
夫
婦
が

離
婚
す
る
場
合
、
そ
の
子
供
の
親
権

者
を
決
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

話
し
合
い
（
あ
る
い
は
調
停
な
ど
）

で
決
ま
っ
た
親
権
者
が
子
供
と
同
居

し
、
子
供
を
養
っ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
で
は
、
親
権
者
に
な
ら
な

か
っ
た
も
う
一
方
の
親
が
子
供
に
会

い
た
い
と
思
っ
て
親
権
者
に
申
し
入

れ
を
し
て
も
会
わ
せ
て
く
れ
な
い
場

合
、
子
供
と
会
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

離
婚
の
際
に
親
権
者
と
な
ら
な

か
っ
た
親
は
、
そ
の
未
成
年
の
子
の

利
益
に
反
し
な
い
限
り
、
自
分
の
子

と
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
面
会
交
流
と
い

い
ま
す
が
、
親
権
者
が
こ
れ
を
拒
ん

だ
場
合
や
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
な

い
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
で
の
調

停
や
審
判
で
、
そ
の
具
体
的
な
内
容

を
決
め
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
面
会
交
流
は
子
供
の
利

益
を
一
番
に
考
え
て
決
め
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
で

子
供
の
利
益
が
害
さ
れ
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
、
面
会
交
流
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
暴
力
が
原
因
で
離
婚
し
た
場

合
に
は
、
面
会
交
流
の
際
に
も
子
供

に
暴
力
を
振
る
う
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
、
面
会

交
流
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、試
験
的
に
面
会
交
流
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
子
供
の
情
緒
が
不
安
定

に
な
っ
た
と
い
う
場
合
も
、
面
会
交

流
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
夫
の
不
倫
が
原
因
で
離

婚
し
た
よ
う
な
場
合
に
、
親
権
者
と

な
っ
た
妻
（
母
親
）
に
お
い
て
、
不

倫
を
し
た
よ
う
な
夫
（
父
親
）
が
子

供
に
会
う
権
利
は
な
い
と
主
張
す
る

ケ
ー
ス
が
間
々
み
ら
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
も
よ
り

ま
す
が
、
父
親
の
不
倫
と
面
会
交
流

に
よ
る
子
供
の
利
益
と
は
別
個
に
考

え
ら
れ
る
の
が
通
常
で
す
か
ら
、
不

倫
を
し
た
と
い
う
だ
け
で
即
面
会
交

流
が
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
今
、
権
利
意
識
の
高
ま
り
や
、

父
親
の
育
児
へ
の
関
心
か
ら
、
面
会

交
流
を
求
め
て
調
停
な
ど
を
起
こ
す

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
面
会
交
流
の
内

容
が
決
ま
っ
て
も
、
こ
れ
を
順
守
し

な
い
親
権
者
も
み
ら
れ
ま
す
。
面
会

交
流
は
、
第
一
に
子
供
の
た
め
の
制

度
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
円
滑
な

交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【 第 43 回 】ななるるほほどど !!くらしの法律相談
君の君の膵膵

すいぞうすいぞう

臓臓をたべたいをたべたい

　　住野　よる住野　よる

ざしきぼっこざしきぼっこ

武田　美穂武田　美穂

今月のおすすめ情報 Recommended�information�of�this�month

田村　秀樹　弁護士

無料法律相談会（事前予約制）
☎ 0158-26-2277　　

◎ 11 月 10 日㈫・12 月 1 日㈫ 13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議◎ 11 月 10 日㈫・12 月 1 日㈫ 13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

地域包括
支援センター
　　だより

□�うがい・手洗い、温度・湿度を適切に保ち、
インフルエンザや肺炎など冬に流行する
感染症を予防する

　吹雪により外出できない日が続くと、病
院で薬をもらうのがいつもより遅れてしま
うこともあるかもしれません。天気予報を
見ながら早めに対応することも大切です。
冬に備え、寒い冬を体調よく過ごし、来年

冬の備えは万全に！
　９月、10月は台風や低気圧の影響で、雄
武町ではとても強い風が吹きました。また、
豪雨による土砂災害も心配されました。
　11 月、そろそろ雪が降りはじめます。
寒さや雪への備えは万全ですか。

□�防寒具、滑りにくい靴、滑り止めのつい
たつえなどの準備

□除排雪、緊急避難路などの確認

□�ストーブの排気口が雪に埋まりにくいよ
う対策する

□�屋根の雪やつららで窓ガラスが割れない
よう対策をする

地域包括支援センター
（庁舎別館）
☎ 84 － 4495
電話相談は 24 時間
受け付けしています

のあたたかい春を
迎えましょう。

◎小学校１年生の部　　

最優秀賞　平野夢月弥（共栄）
優秀賞　　工藤　大志（豊丘）
　　　　　藤島　有那（沢木）
佳作　　　南條　　蓮（豊丘）
　　　　　池田　藍瑠（豊丘）

◎小学校２年生の部

最優秀賞　平野　来弥（共栄）
優秀賞　　村田　夕奈（幌内）
　　　　　石村　芽依（共栄）
佳作　　　栗山　朔乙（雄武）
　　　　　竹田　琉莞（沢木）
　　　　　門傳　蒼人（共栄）

平成27年度読書感想文コンクール入賞者発表！
◎小学校３年生の部

最優秀賞��三澤　昂輝（雄武）
優秀賞　　中村　のあ（共栄）
　　　　　石橋　誠司（雄武）
佳作　　　花松　明奈（豊丘）
　　　　　加地　浩武（沢木）

◎小学校４年生の部

最優秀賞　石橋　亜美（雄武）
優秀賞　　竹田　純菜（沢木）
　　　　　池田　萌音（雄武）
佳作　　　山﨑歩来夢（雄武）
　　　　　麻生　陸矢（雄武）
　　　　　開米　心晴（雄武）

◎小学校５年生の部

最優秀賞　高野　実希（雄武）
優秀賞　　工藤　風稀（豊丘）
　　　　　吉澤　千夏（雄武）
佳作　　　石井　優輝（共栄）
　　　　　五十嵐樹音（雄武）

◎小学校６年生の部

最優秀賞　碇谷　　陽（雄武）
優秀賞　　目黒　泰行（雄武）
　　　　　栁谷　楓乃（雄武）
佳作　　　石橋　美咲（雄武）
　　　　　三宅　祐貴（雄武）

◎中学生の部

最優秀賞　前田　京香（２年）
優秀賞　　川村　はな（３年）
　　　　　碇谷　　響（３年）
佳　　作　片桐　実優（３年）
　　　　　牧野　七星（３年）

◎高校生の部

最優秀賞　池　　実里（３年）
優秀賞　　加賀谷瑠美（３年）
　　　　　相澤　紀花（２年）
佳作　　　滝谷　彩加（３年）
　　　　　新山　友梨（２年）

※敬称略
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オ
ー
プ
ン
か
ら
間
も
な
く
18

年
目
を
迎
え
る
オ
ホ
ー

ツ
ク
温
泉
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
。

　
そ
の
支
配
人
と
し
て
、
11
月
１
日

か
ら
就
任
し
た
石
川
明
邦
さ
ん
（
51

歳
）。
旭
川
出
身
で
高
校
を
卒
業
後
、

土
木
関
係
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
た
い
と

い
う
思
い
を
捨
て
き
れ
ず
、
３
カ
月

で
退
職
。
そ
の
後
、
20
歳
の
こ
ろ
か

ら
現
在
ま
で
、
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て

旭
川
近
辺
の
ホ
テ
ル
で
勤
務
し
て
き

た
経
歴
を
持
ち
ま
す
。

　
「
雄
武
町
に
は
来
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
今
回
の
お
話
を
い
た

だ
い
た
と
き
は
正
直
す
ご
く
迷
い
ま

し
た
。
大
学
に
通
っ
て
い
る
息
子
が

帰
っ
て
き
た
と
き
、
ど
こ
か
ド
ラ
イ

ブ
に
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
初

め
て
雄
武
町
に
来
ま
し
た
。
そ
の

時
、
お
そ
ば
屋
さ
ん
に
入
っ
た
の
で

す
が
、
ネ
ギ
抜
き
を
頼
む
と
何
気
な

く
『
じ
ゃ
あ
、他
の
物
入
れ
と
く
ね
』

と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
人
情
味
の
あ

る
い
い
町
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
の
従
業
員
も
い
い
方
ば
か
り

で
、
そ
れ
か
ら
何
回
か
足
を
運
ぶ
に

つ
れ
、
雄
武
町
で
働
き
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
「
今
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
時
間
を
掛
け
、
雄
武
の
土
地

柄
や
人
柄
を
学
び
、
よ
り
お
客
さ
ま

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
変
え

る
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
ホ
テ
ル
を
利
用
し

て
く
だ
さ
る
方
々
、
町
の
方
々
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
こ
の
ホ

テ
ル
で
働
く
従
業
員
の
幸
せ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

決
意
を
込
め
ま
す
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ホテル日の出岬支配人

石
い し か わ

川　明
あ き く に

邦 さん
（新沢木）

Art Museum
小さな美術館　～共栄小学校～

ダ
ン
ス
は
今
や
ス
ポ
ー
ツ
。
無
理
な

く
楽
し
く
健
康
管
理
が
で
き
ま

す
。
初
心
者
、
経
験
者
問
わ
ず
、
社
交
ダ

ン
ス
に
興
味
が
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
活
動
時
期　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
19
時
～
21
時

◉
活
動
場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◉
会
員
数　
15
人

◉
問
い
合
わ
せ　
浜
谷　
隆

　
　
　
　
　
　
　
☎
８
４
‐
３
１
６
４

Sports & Culture

みんなのひろば

一緒に社交ダンスをしませんか？

「社交ダンス愛好会」

スポーツ・文化サークル・団体紹介　～今から始めませんか～

田川勇樹くん（6 年） 石井優輝くん（5 年） 中村のあさん（3 年）

「太鼓をたたく
兵隊」

「海の上」
「自分の顔」

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

かねだ
 かほ ちゃん

ね
こ
む
す
め

ジ
バ
ニ
ャ
ン看

護
師

おおぼし
 あまの ちゃん

おの
 たける くん
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5日木 ♡はじめてのお誕生会　10：00～
☆けん玉検定　16：00～

6日金 ♡仲良し親子教室　10：30～
7日土 キンボール大会（スポーツセンター）9：00～
8日日 ♣雄武町PTA連合会研究大会兼家庭教育講演会　9：30～
9日月 ♡仲良し親子教室　10：00～
10日火 ♡読み聞かせフムフムの会　11：00～
11日水 ♡仲良し親子教室　10：00～
12日木 ♡乳児健康相談　9：00～
13日金 ♡仲良し親子教室　10：30～
14日土 ☆卓球教室　14：00～
16日月 ♡仲良し親子教室　10：00～
17日火 ♣年末調整説明会　14：00～
18日水 ♡仲良し親子教室「助産師講話」　10：00～

☆けん玉検定　16：00～
19日木 ◉乳幼児健康診査　12：30～
20日金 ♡仲良し親子教室　10：30～
21日土 ☆ルンルンクッキング　9：30～
24日火 ♣運動教室　14：30～・18：30～
25日水 ☆仲良し親子教室「ママのためのフィットネス」��10：00～
26日木 ♣財務行政懇話会　10：00～

♡フッ素塗布　受付10：00～ 10：30
27日金 ♡仲良し親子教室　10：30～

☆一輪車検定　16：00～
28日土 ☆一輪車検定　10：00～

☆サッカー教室　14：00～
30日月 ☆仲良し親子教室　10：00～

開
催
場
所　

◉
役
場
　
♣
町
民
セ
ン
タ
ー　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　
♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ）

毎週月～水曜日の診療となりますが、23 日㈪
は祝日のため休診となります。

内　　　　科
（ 高 井 医 師 ） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・消化器科
（ 花 田 医 師 ） 17 日㈫の午後から不在となります。

整 形 外 科
（ 宮 城 医 師 ） 不在の予定はありません。

小 児 科 毎週月曜日が 1 日診療、金曜日が午後のみ診療となります
が、23 日㈪は祝日のため 24 日㈫が 1 日診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となります。

　イベントカレンダー

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　   髙田　金男　79 歳（新日の出町）
　豊田　隆子　87 歳（末広町 1 区）
　金村　利男　82 歳（潮見町）
※�出生は出生日を含めて 14日以内、死亡は死亡を知った日
から 7日以内に届け出をしてください。

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 11 月 19 日 ㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 違反運転者講習　13：20 ～ 15：20

　☞ 人口と世帯数（10 月 31 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（10 月 1 日～ 10 月 31 日届け出分）※敬称略

　☞ 寄付（9 月 26 日～ 10 月 25 日受付分）　※敬称略

◎香典返しを廃して金一封（社会福祉協議会へ）
　髙田イク子（新日の出町）
　豊田　通敏（末広町 1 区）

◎社会福祉のために金一封（社会福祉協議会へ）
　雄武カラオケ愛好会（末広町 1 区）
　大昭石油株式会社（幸町）

11 月 26 日 ㈭ 9：00 ～ 15：00  紋別市民会館

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

行政相談所　11 月 10 日㈫ 13：30 ～ 15：30
役場町民ホール　行政相談委員　近江谷　春夫

人　口 4,678 人（日本人 4,499 人、外国人 179 人）
（前月比 7 人減 / 前年比 88 人減）

　男 2,214 人（日本人 2,157 人、外国人　57 人）
（前月比 5 人減 / 前年比 47 人減）

　女 2,464 人（日本人 2,342 人、外国人　122 人）
（前月比 2 人減 / 前年比 41 人減）

世帯数 2,262 戸（日本人 2,098 戸、外国人 164 戸）
（前月比 増減無 / 前年比 37 戸減）

◎診療時間　8：30�～�12：00（受付 11：30�まで）�13：30�～�17：15（受付 16：15�まで）

　☞ 今月の町税の納期

固定資産税（第4期分）　国民健康保険税（第5期分）
口座振替日：11 月 30 日㈪
※町税は納期内にきちんと納めましょう。
※ 納期内に納税できない事情のある人は、事前に収

納係にご相談ください。
※ 町税の納付には、手続きが簡単で便利な口座振替

制度をご利用ください。　　【税財管理課収納係】

5日木 進路ガイダンス（2年）

10日火 進学相談会（紋別）

11日水 授業公開週間（～13日金）

18日水 自動車運転免許取得保護者説明会

25日水 後期中間考査（～27日金）

第 224 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉中学生学校説明会
　10月 9日㈮、中学3年生のための学校
見学会が行われました。例年進路を決める
上で、実際の高校を見学・体験してもらう
ために行っています。今年は雄武中学校か
ら 37名を迎え、学校概要の説明に続き、
授業見学、英語・理科の体験授業を行い、
英語は本校ＡＬＴの先生を交え発音につい
て繰り返し確認をし、真剣なまなざしで取
り組んでいました。また、学校紹介として、
学習 ･行事・部活動の説明を生徒が担当ご
とに行い、各行事に興味関心を抱き、授業・
部活動・講習の
見学も行うなど、
和やかな雰囲気
で終了しました。
ひとりでも多く
の入学生を期待
しています。

❖編集後記

Editor's�note

◉大学・専門学校見学会
　10月 14日㈬、1学年 19名は、「総合的な学習
の時間」において、本年度新たな取り組みとして「上
級学校見学会」を北見市にて行いました。北見工業
大学にて「－30℃でも凍らない水がある？」とい
う講義を受け、学内を見学しました。午後は栗原学
園と北見高等技術専門学院で実習や物作りを体験し
ました。自らの進
路を考えるきっか
けとなるよう熱心
に授業を受け、上
級学校での見聞を
楽しみました。

◉環境の日　～国道沿い花壇整備～
　10 月 22 日㈭、町内関係団体と連携して国道
238号線沿い花壇の雑草抜きを行い、花壇整備を
行いました。夏の間、美しい花が町内外の方の目を
楽しませてくれました。

OUMU High�School
11
月
の
行
事
予
定

▼「月では、うさぎが餅をついている」。
私自身、幼い頃に信じていたことでし
たが、実は海外に目を向けると、東ヨー
ロッパでは「女性の横顔」、アラビアで
は「ライオン」と、月の模様の捉え方は
国によってさまざまなようです。皆さん
はうさぎ以外に何に見えますか。（櫨山）
▼数年ぶりに歯医者に行ってきました。虫
歯があるのは気づいていましたが、痛くな
いから大丈夫だろうとしばらく放置した結
果、ある日激痛が走りました。すぐに歯医
者に行き治療してもらいました。麻酔が効
いているので痛くはないのですが、気づく
と手汗がびっしょりになっていました。い
くつになっても歯医者は苦手です。（高橋）

375 便　羽田発　10：25　→　紋別着　12：15
376 便　紋別発　13：00　→　羽田着　14：55

オホーツク紋別空港ダイヤ

お得な料金プラン
旅割 75 13,990 円～
旅割 60 14,690 円～
旅割 45 15,490 円～
旅割 28 17,490 円～
シニア空割 13,590 円～
スカイメイト 24,840 円～

※ 羽田空港施設利用料金 290 円（小
児 140 円）が別途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：00
紋別空港着 12：17
紋別空港発 12：25
紋別バスターミナル着 12：42
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　―�すこやかに、なごやかに、まめやか
に�―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄�武�町�民�憲�章�（�町民の誓い�）
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一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　�昭和 46年 3月 19日制定
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